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吹吹きき飛飛ばばせせ !!

未来未来を照らす希望のを照らす希望のチカラチカラ

8 月 14 日、仙北市民会館で「令和 4 年度仙北市二十歳8 月 14 日、仙北市民会館で「令和 4 年度仙北市二十歳
の集い」が開催され、会場では級友との再会を喜ぶ姿の集い」が開催され、会場では級友との再会を喜ぶ姿
があちらこちらで見られました。（関連記事 23 ページ）があちらこちらで見られました。（関連記事 23 ページ）



第31号▶8月19日現在

問 仙北市新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎ 43-3305

お 知 せら仙北市新型コロナウイルス仙北市新型コロナウイルス
ワクチン接種推進本部からワクチン接種推進本部から

仙北市ワクチン接種コールセンター 9:00 ～ 17:00

☎0570-038899（土・日曜日、祝日を除く）

　二次元コードか LINE ID より仙北市公式 LINE
アカウントを友達登録。LINE 内のワクチン接種
予約を選択し、案内のとおり必要事項を入力。

LINE ID ▶▶ ＠ city.semboku
電
話

　次の医療機関で個別接種を実施します。接種を希望され
る方は、直接お申し込みください。使用するワクチンはファ
イザー社製、定員は各日6人です。
▶ おおさわ胃腸科内科クリニック ☎52-1133
　接種日時／木曜日 14:00 ～ 15:00
▶ 下新町クリニック ☎54-2055 ※予約開始は 9月2日㈮～
　接種日時／月・火・水・金曜日 15:00 ～ 16:00

市内医療機関での個別接種について
　5歳以上12歳未満の方の接種を定員20人で次のとお
り実施します。接種を希望される方は、ワクチン接種コー
ルセンターへ電話で予約してください。
▶ 1回目 9月5日㈪ 14:00 市立角館総合病院
▶ 2回目 9月26日㈪ 14:00 市立角館総合病院

小児接種について

　今号では部位別の診療科をご紹介します。なお、患者さま
の症状によっては他科受診や他院をご紹介する場合がありま
すので、ご了承ください。
※ 診療科によっては予約制の場合がありますので、あらかじめ、診

察日をお確かめのうえ、ご来院ください。☎54-2111

市立角館総合病院から
お知らせ

病院ホーム
ページは
こちら

症状 診療科
頭が痛い・めまい・意
識が悪い・口がもつれ
る・手足の動きが悪い・
手足がしびれる

脳神経外科

充血する・目がかゆい・
目が痛い・目がかすむ・
目やにが出る

眼科

聞こえにくい・耳鳴り・
耳の腫れ 耳鼻咽喉科

鼻水が出る・鼻血が出
る・鼻づまり・いびき 耳鼻咽喉科

頭部▶ 頭部

症状 診療科
頻尿・残尿感・尿の色
がおかしい・尿をする
と痛い

泌尿器科

関節が痛い 整形外科
足がしびれる・足がつ
る・足がむくむ 整形外科

▶ 下半身

症状 診療科
歯が痛い・口臭・口内炎・
歯茎から血が出る 歯科

のどが痛い・痰がから
む・声が出ない 耳鼻咽喉科

▶ 頚部

症状 診療科
肩がこる・首がこる 整形外科
胸が痛い・胸が苦しい・
動悸がする 循環器内科

息切れする・咳が出る 循環器内科

▶ 上半身・胸部

症状 診療科
手がしびれる 整形外科

▶ 手

症状 診療科
胃が痛い・吐き気がす
る・胃がもたれる 消化器内科

▶ 腹部

頚部

上半身
胸部

手

腹部

下半身

　こどもの救急対応について、#8000 に電話
すると、小児科医師や看護師からお子さんの
症状に応じた適切な対処の仕方や受診する病
院などのアドバイスをうけることができます。

小児救急
電話相談
#8000

詳 →
し →
く →
は →

12 歳以上 18 歳未満の 3 回目接種について
　12歳以上18歳未満の方の 3回目接種を次のとおり実
施します。接種を希望される方は、ワクチン接種コール
センターへ電話で予約してください。
▶ 9月7日㈬ 15:30 神代診療所 定員7人
▶ 9月14日㈬ 15:30 神代診療所 定員7人
▶ 9月28日㈬ 15:30 神代診療所 定員7人

ＬＩＩＮＥでの予約方法について

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

市 information
役所からのお知らせ

角館のお祭り期間中の交通規制に伴う駐車許可証の発行について
【問合せ】観光課（角館庁舎） ☎（43）3352

　9月7日～ 9日に開催される角館のお祭り期間中は、下記のとおり角館町内の一部が全車両通行止めとなる
交通規制区域があります。規制区域内に該当される方は、旧角高グラウンド臨時駐車場および市役所角館庁舎
第2駐車場の駐車許可証を発行します。ご希望の方は、次のとおり申請していただきますようお願いします。

● 受付場所 ／ 観光課（角館庁舎２階）、仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」
● 受付時間 ／ 9時～ 17時　※「角館駅前蔵」は、土・日曜日も対応可能
● 申請書記載事項 ／ ▶申請者の住所・氏名・連絡先 ▶車の使用者の氏名・連絡先 　　　　　　　　　　

▶車番（例）秋田〇〇 あ 〇〇 - 〇〇
● 問合せ ／ 仙北市観光文化スポーツ部 観光課（角館庁舎）　☎43-3352
　　　　　  仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」　☎54-2700
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

　
新
た
に
市
内
の
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
、
令
和
4
年
度
仙
北
市
雇

用
促
進
助
成
事
業
費
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

● 

交
付
対
象
者
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
が
対
象
で
す
。

▼ 

高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業

し
、
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

▼ 

令
和
3
年
9
月
1
日
か
ら
令
和
4
年
8

月
31
日
ま
で
に
市
内
事
業
所
に
正
規
雇

用
さ
れ
た
方
で
あ
る
こ
と
。

▼ 

雇
用
さ
れ
た
時
点
で
満
50
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
。

▼ 

補
助
金
申
請
時
に
仙
北
市
に
住
所
を
有

し
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

▼ 
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

▼ 
市
内
事
業
所
に
新
た
に
雇
用
さ
れ
、
継

続
的
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
。

▼ 

公
務
員
ま
た
は
独
立
行
政
法
人
な
ど
に

就
職
し
た
方
で
な
い
こ
と
。

▼ 

暴
力
団
員
な
ど
で
な
い
こ
と
。

仙
北
市
雇
用
促
進
助
成
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】商
工
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
５
１

● 

補
助
金
額
／
1
人
あ
た
り
5
万
円
。
移

住
者
は
5
万
円
加
算
。

※ 

加
算
の
対
象
と
な
る
移
住
者
は
、
移
住
す
る

直
前
に
連
続
し
て
1
年
以
上
市
外
に
住
民
登

録
し
て
お
り
、
か
つ
市
内
事
業
所
に
就
職
前

後
6
か
月
以
内
に
市
内
に
住
民
登
録
し
た
方

で
す
。

● 

申
請
時
期
／
就
職
後
、
同
一
事
業
所
に

お
い
て
6
か
月
経
過
後
3
か
月
以
内
。

※ 

令
和
3
年
9
月
1
日
～
令
和
4
年
2
月
27
日

ま
で
に
採
用
さ
れ
た
方
は
、
令
和
4
年
9
月

1
日
か
ら
3
か
月
以
内
を
申
請
時
期
と
し
ま

す
。

● 

申
請
受
付
／
9
月
1
日
㈭
～

● 

申
請
書
類
／
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
関
係
窓

口（
商
工
課
、
田
沢
湖
・
西
木
市
民
セ
ン

タ
ー
、各
出
張
所
）に
準
備
し
て
い
ま
す
。

● 

受
付
・
問
合
せ
／
仙
北
市
農
林
商
工
部

商
工
課 

〒
０
１
４ｰ

０
３
９
２ 

仙
北
市

角
館
町
中
菅
沢
81ｰ

８

看
護
師
募
集

令
和
4
年
度 

仙
北
市
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】総
務
課 

職
員
係（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
１

●
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数
／

　
看
護
師　
若
干
名

● 

勤
務
地
／
介
護
老
人
保
健
施
設
ま
た
は

診
療
所（
市
立
病
院
勤
務
も
あ
り
得
る
）

● 

採
用
／
年
度
内
随
時
。
た
だ
し
、
合
格

発
表
の
時
期
に
よ
り
次
年
度
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

● 

受
験
資
格
／
昭
和
47
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
の
免
許
を

有
す
る
方

● 

試
験
／

▼ 

日
時
／
日
程
調
整
の
う
え
随
時

▼ 

場
所
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎　
　

（
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30
番
地
）

▼ 

内
容
／
作
文
試
験
、
口
述
試
験（
個
別

面
接
）

● 

申
込
用
紙
の
請
求
／
申
込
用
紙
・
受
験

案
内
は
、
田
沢
湖
庁
舎
は
総
務
課
、
角

館
庁
舎
・
西
木
庁
舎
は
市
民
セ
ン
タ
ー

で
交
付
し
て
い
ま
す
。
郵
便
請
求
の
場

合
は
、
封
筒
の
表
に「
職
員（
看
護
師
）

採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」と
朱
書
き

し
、
あ
て
先
を
明
記
し
て
１
４
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
角
形
2
号

サ
イ
ズ
）を
必
ず
同
封
し
て
、
総
務
課

職
員
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。　
　

な
お
、
普
通
郵
便
の
事
故
お
よ
び
電
子

メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
に
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
。

● 

申
込
手
続
き
／
申
込
書
と
自
己
紹
介

書
に
所
要
事
項
を
す
べ
て
記
入
し
、
申

込
書
の
受
験
票
部
分
に
は
最
近
撮
影
し

た
上
半
身
、
脱
帽
、
正
面
向
き
、
縦
4

セ
ン
チ
、
横
3
セ
ン
チ
の
写
真
1
枚
を

貼
っ
て
、
総
務
課
職
員
係
あ
て
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。　
　
　
　

な
お
、角
館
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、

受
付
し
ま
せ
ん
。

● 

受
付
期
間
／
9
月
1
日
㈭
～
令
和
5
年

3
月
31
日
㈮
ま
で

※ 

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
8
時
30
分
か

ら
17
時
15
分
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
、
令
和

5
年
3
月
31
日
㈮
必
着
に
限
り
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
部
総
務

課
職
員
係

　
〒
０
１
４ｰ
１
２
９
８ 

仙
北
市
田
沢
湖

　
生
保
内
字
宮
ノ
後
30
番
地

令
和
5
年
度 

集
落
集
会
所
な
ど
の
建
築
費
・

エ
ア
コ
ン
設
置
に
係
る
補
助
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】総
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 
☎（
43
）１
１
１
１

　
仙
北
市
で
は
、
住
民
が
行
う
集

落
集
会
所
な
ど
の
建
築
、
修
繕
、

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
に
対
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補

助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
に
実
施
す
る
予
定
の

事
業
に
つ
い
て
、
事
前
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
自
治
会
、

町
内
会
、
集
落
会
の
方
は
、
総
務

課
総
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
現
行
の
要
件
な
ど
／

▼ 

実
施
金
額
に
は
、
備
品
購
入
費
、

解
体
費
、
土
地
関
係
費
、
既
設

エ
ア
コ
ン
の
撤
去
費
・
処
分
費

を
含
み
ま
せ
ん
。

▼ 

エ
ア
コ
ン
設
置
に
は
、
屋
外
で

使
用
可
能
な
冷
風
機
な
ど
を
含

み
ま
せ
ん
。

▼ 

ト
イ
レ
の
水
洗
化
か
つ
雑
排
水

の
浄
化
設
備
の
施
工
を
含
む
場

合
は
、
加
算
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

生
保
内
・
田
沢
財
産
区
域
内
に

お
い
て
は
、
限
度
額
が
異
な
り

ま
す
。

▼ 

以
前
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
た
場
合
は
、
5
年
を
経
過

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り

ま
す
。

●
事
前
相
談
期
限
／
10
月
21
日
㈮

補助対象事業 補助率 限度額

新築工事 対象金額の５分の１以内 120万円

増築、改築、改装、補修工事、
または既存建物の取得 対象金額の 2分の１以内 60万円

エアコン設置 対象金額の 2分の 1以内 10万円

●補助対象事業および補助率（額）

定
住
対
策
補
助
金
の
ご
案
内

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課 

地
方
創
生
・
総
合
戦
略
係（
田
沢
湖
庁
舎
）

 

☎（
43
）３
３
１
５

　
仙
北
市
で
は
、
若
者
の
市
内
定
着
、
移
住
者
の
定

住
促
進
を
図
る
た
め
の
各
種
補
助
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
申
請
が
必
要
で
す
。
補
助
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w

w
.city.sem

boku.akita.
jp/egukite/index.htm

l

）ま
た

は
企
画
政
策
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

結
婚
を
希
望
す
る
方
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

 

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入
会
登
録
料
助
成  

　
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
公
的

な
団
体「
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
新
規
入

会
す
る
方
の
入
会
登
録
料
1
万
円（
登
録
期
間
2

年
間
）の
全
額
を
助
成
。

新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
新
婚
さ
ん
の

住
居
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す

 

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金 

　
令
和
4
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
5
年
3
月
31
日

ま
で
に
婚
姻
し
た
39
歳
以
下
の
夫
婦
で
、
夫
婦
の

合
計
所
得
が
４
０
０
万
円
未
満
の
新
婚
世
帯
へ
、

新
居
の
取
得
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
賃
借
、
引
越
し
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。
補
助
対
象
経
費
に

つ
い
て
1
世
帯
あ
た
り
上
限
30
万
円
。

定
住
人
口
Ｕ
Ｐ
！

若
い
夫
婦
の
住
宅
取
得
を
支
援
し
ま
す

 

若
者
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
助
成
金 

　

市
内
に
定
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
取
得
す
る

45
歳
以
下
の
夫
婦
に
、
取
得
費
用
の
一
部
を
助

成
。
新
築
住
宅
ま
た
は
建
売
住
宅（
中
古
住
宅
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）を
取
得
し
居
住
す
る
場
合
、

50
万
円
を
助
成
。
市
内
業
者
施
工
加
算
20
万
円
あ

り
。
対
象
住
宅
の
所
有
権
保
存
登
記
完
了
後
3
か

月
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す
。

東
京
圏
か
ら
の
Ａ
タ
ー
ン
就
職
を
お
考
え
の
方
へ

 

就
業
者
等
移
住
支
援
金 

　
直
近
10
年
間
の
う
ち
通
算
5
年
以
上（
転
入
直

前
に
つ
い
て
は
連
続
1
年
以
上
）、
東
京
23
区
在

住
ま
た
は
東
京
圏（
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

神
奈
川
県
）か
ら
東
京
23
区
に
通
勤
な
ど
し
て
い

た
方
が
、
秋
田
県
に
登
録
さ
れ
て
い
る
対
象
法
人

に
新
規
就
業
し
、
仙
北
市
に
転
入
す
る
場
合
な
ど

に
、
移
住
支
援
金
と
し
て
単
身
60
万
円
、
世
帯

１
０
０
万
円
を
支
給
。
子
育
て
加
算
あ
り
。
テ
レ

ワ
ー
ク
移
住
や
関
係
人
口
と
認
め
ら
れ
る
方
で
移

住
・
就
業
し
た
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
申
請

期
限
は
移
住
後
1
年
以
内
。

市
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
の
定
住
を
応
援
し
ま
す

 

定
住
促
進
奨
励
金 

　
市
外
に
５
年
以
上
居
住
し
た
後
、
仙
北
市
に
転

入
し
た
移
住
者
が
、
転
入
か
ら
５
年
を
経
過
す
る

日
ま
で
に
住
宅
を
取
得
し
定
住
す
る
場
合
、
完
納

し
た
固
定
資
産
税
相
当
額
を
、
課
税
さ
れ
る
初
年

度
か
ら
３
年
度
間
助
成
。

詳細は
こちら

　
仙
北
市
で
は
満
80
歳
の
方
に
敬
老
祝
金

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
老
人
の
日（
９
月
15
日
）以
降
、
対
象
者

の
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
贈
呈
は
、
地
域
の
民
生
委
員
に

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課 

長
寿
い
き
が
い
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
１

● 

今
年
度
の
祝
金
対
象
者
／
昭
和
16
年
９

月
16
日
～
昭
和
17
年
９
月
15
日
生
ま
れ

（
80
歳
）

●
祝
金
／
５
千
円

※ 

９
月
15
日
現
在
、
仙
北
市
に
引
き
続
き
３
年

以
上
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い
る
方
へ
の
贈

呈
と
な
り
ま
す
。

※補助率・補助対象は変更する場合があります。

44Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations55 2022- 9 -12022- 9 -1広報せんぼく広報せんぼく



information市 役所からのお知らせ ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

　

仙
北
市
文
化
祭
は
、
田
沢
湖
・
角
館
・

西
木
の
各
地
区
で
、
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
各
文
化
祭
で
は
多
数
の
作
品
展
示

や
催
し
物
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
近
所

や
お
友
だ
ち
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
10
月
1
日
号
へ
掲
載
予
定
で
す
。

田
沢
湖
地
区

● 

日
時
・
場
所
／
10
月
22
日
㈯ 

10
時
～
16

時
・
23
日
㈰ 

10
時
～
15
時
・
生
保
内
市

民
体
育
館

● 

問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館　
　
　
　
　

☎
43ｰ

１
０
６
１

角
館
地
区

● 

日
時
・
場
所
／
10
月
29
日
㈯ 

9
時
～
16

時
・
30
日
㈰ 

9
時
～
15
時
30
分
・
角
館

交
流
セ
ン
タ
ー

第
15
回
仙
北
市
文
化
祭
開
催
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】中
央
公
民
館 

☎（
43
）３
５
３
５

● 

問
合
せ
／
角
館
公
民
館　
　
　
　
　
　

☎
54ｰ

１
１
１
０

西
木
地
区

● 

日
時
・
場
所
／
11
月
3
日
㈭
㈷ 

9
時
～

15
時
・
西
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

体
育
館
・
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

「
ク
リ
オ
ン
」2
階
多
目
的
ホ
ー
ル

● 

問
合
せ
／
中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　

☎
43ｰ

３
５
３
５

　
仙
北
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
売
上
が
減
少
し
、

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
経
費
負
担
が
増

加
し
た
市
内
事
業
者
に
対
し
て
、
事
業
継

続
を
支
援
す
る
た
め
補
助
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
そ
の
申
込
期
限
が
9
月
30
日
㈮

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

原
油
価
格
高
騰
緊
急
経
済
対
策
補
助
金
の

申
請
期
限
は
9
月
30
日
ま
で
で
す

【
問
合
せ
】商
工
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
５
１

ジ（https://w
w

w
.city.sem

boku.
akita.jp/new

s_topics/w
hatsnew

.
php?id=3325

）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 

申
請
書
類
／
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
商
工
課
、
田

沢
湖
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
、
各
出

張
所
窓
口
、
仙
北
市
商
工
会
各
所
の
配

布
窓
口
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現
在

で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不
就
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
調
査
で
あ
り
、
政
府
の
重
要
な
調
査

と
し
て
統
計
法
に
定
め
ら
れ
た
基
幹
統
計

調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
雇
用
政
策
、

経
済
政
策
な
ど
の
企
画
・
立
案
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
統
計
理
論

に
も
と
づ
き
無
作
為
に
選
ば
れ
た
世
帯
の

15
歳
以
上
の
世
帯
員
で
す
。
準
備
調
査
を

令
和
４
年 

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課 

情
報
統
計
係（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
２

８
月
下
旬
か
ら
開
始
し
、
調
査
を
お
願
い

す
る
世
帯
に
は
、
９
月
下
旬
に
調
査
員
が

伺
い
、
調
査
書
類
を
お
配
り
し
ま
す
。
よ

り
便
利
に
皆
さ
ま
に
ご
回
答
い
た
だ
く
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
、
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回

答
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
仙
北
市
で
は
、
高
校
生
か
ら
社
会
人
を

対
象
に
し
た「
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
か
ら
3
回
に
わ
た
っ
て
講
座
を
受

講
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
開
発

体
験
を
通
し
て
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
習
得
を
目

指
す
受
講
生
の
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
／
9
月
17
日
㈯ 

15
時
～
16
時
30
分

（
受
付
14
時
45
分
～
）

● 

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

● 

申
込
期
限
／
９
月
14
日
㈬

● 

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
講
座
発
表
会 
観
覧
者
募
集

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課 

地
方
創
生
・
総
合
戦
略
係（
田
沢
湖
庁
舎
）

く
だ
さ
い
。

● 

申
込
先
／（
事
務
局
）株
式
会
社
あ
き

ぎ
ん
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ（
担
当
：
猪
股
・
荒
牧
）　　
　
　
　

☎
０
１
８ｰ

８
６
３ｰ

１
２
２
１　
　
　

E-m
ail  info@

akigin-r-c.co.jp

● 

そ
の
他
／
講
座
内
容
の
詳
細
は
、
次
の

二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
広
報
せ
ん
ぼ
く

7
月
1
日
号
の
8
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

☎（
43
）３
３
１
５

詳細は
こちら

　
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
実
際
に

操
作
し
な
が
ら
基
本
操
作
の
習
得
を
目
指

す
、
初
心
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
が
、

う
ま
く
使
え
な
い
方
、
も
っ
と
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

● 

内
容
／
▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的

操
作 

▼
カ
メ
ラ
ア
プ
リ
、
地
図
ア
プ
リ

な
ど
の
日
常
使
用
ア
プ
リ
の
活
用
方
法 

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
プ

リ
な
ど
の
使
用
方
法

● 

日
時
・
場
所
／

▼ 

10
月
1
日
㈯ 

10
時
～
12
時

▼ 

10
月
1
日
㈯ 

13
時
～
15
時

　
い
ず
れ
も
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

初
心
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
の

受
講
者
募
集
に
つ
い
て

※
講
座
の
内
容
は
各
回
同
じ
内
容
で
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
な
ど

に
よ
り
、
日
程
の
変
更
や
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

● 

対
象
／
仙
北
市
内
在
住
者

● 

定
員
／
各
回
15
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

● 

持
ち
物
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用
具

● 

参
加
料
／
無
料

※ 

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
で
発
生
す

る
通
信
料
は
参
加
者
負
担

● 

申
込
／
次
の
申
込
先
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
事
務
局
）株
式
会
社
ト
ラ
パ
ン
ツ

　
☎
０
１
８ｰ

８
８
３ｰ

１
９
０
９

　

E-m
ail  info@

torapants.co.jp

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課 

地
方
創
生
・
総
合
戦
略
係（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎（
43
）３
３
１
５

完熟堆肥の種類 価格（税込） 備考

14㎏／袋（40ℓ）
380円 自己取り
400円 配達（原則10袋以上）

7㎏／袋（20ℓ）
190円 自己取り
230円 配達（原則10袋以上）

バラ／約480㎏（1㎥）
（2t ダンプは約1,500㎏、3㎥です）

2,700円 自己取り
3,300円 配達（原則2㎥以上）

フレコン／約480㎏（1㎥）
（専用袋に入れます）

2,700円 自己取り
3,300円 配達（原則2㎥以上）

バラ／約800ℓ
（軽トラックの荷台に積みます） 2,200円 軽トラックへのバラ積み、自己取りに限る

堆肥の散布（10a） 1,100円 堆肥の散布は 10a あたり、1t 以内を基本とし、
追加480㎏で 550円を加算

仙北市堆肥センター製造完熟堆肥「仙北の底力」販売中です
【問合せ】農業振興課（角館庁舎） ☎（43）2206

　仙北市堆肥センター製造完熟堆肥「仙北の底力」を販売中です。配達
も行っていますので、ご活用ください。
　自己取りは、堆肥センターまで軽トラックなどで直接お越しください。
　なお、配達により一時的に不在の場合がありますので、事前にご確認を
お願いします。

● 仙北市堆肥センター
　 西木町小山田字高野94-9
　 営業日　㈪～㈯・9時～ 17時
　☎49-7251

●完熟堆肥「仙北の底力」単価

　
仙
北
市
産
業
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
大

仙
市
で
の
秋
田
県
種
苗
交
換
会
を
は
じ

め
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
り
開
催
の
日

程
調
整
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
10
月
に
開

催
を
予
定
し
て
い
た「
仙
北
市
産
業
祭
」

の
開
催
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

仙
北
市
産
業
祭
中
止
の
お
知
ら
せ

　
　
【
問
合
せ
】仙
北
市
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
農
業
振
興
課
内
・
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
６

　
農
林
産
物
や
展
示
物
の
出
品
、
ま
た
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
産
業
祭
の
開
催
を

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま

に
は
大
変
残
念
な
お
知
ら
せ
と
な
り
ま
す

が
、
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

文
化
祭
へ
の
出
展
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

　
各
地
区
の
文
化
祭
で
は
、
個
人
や

グ
ル
ー
プ
な
ど
を
問
わ
ず
作
品
な
ど

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
公

民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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SEMBOKU CITY

　　　LIBRARY図書館 情 報 局 生
涯
生
涯

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に学

習
学
習
生涯学習課　 ☎43-3383
中央公民館　 ☎43-3535
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
講
座
の
申
込
期

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
講
座
の
申
込
期

間
の
間
の
平
日
９
時
か
ら

平
日
９
時
か
ら
1717
時
ま
で

時
ま
で
、
各
公
民
館
の

、
各
公
民
館
の

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

お
願
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に

よ
り
、
講
座
が
延
期
も
し
く
は

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
参
加
の
際
に
は
必
ず
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
発
熱
や
倦
怠
感
な

ど
の
体
調
不
良
時
は
参
加
自
粛

を
お
願
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
か
ら

　

地 

域
学
校
協
働
活
動　
活
動
紹
介

● 

日
時
／
①
10
月
４
日
、
②
11
日
、
③
18
日
、

④
25
日 

18
時
～
19
時
30
分（
毎
週
火
曜
日：

全
４
回
）

● 

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

● 

講
師
／
千
宰
涓（
チ
ョ
ン 

ジ
ェ 

ヨ
ン
）氏

● 

受
講
料
／
無
料

● 

持
ち
物
／
筆
記
用
具

● 

定
員
／
10
人（
小
学
生
以
上
）

● 

申
込
期
間
／
９
月
１
日
㈭
～
22
日
㈭

●
申
込
み・問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

　

韓 

国
語
教
室

　
ビ
ー
玉
と
ワ
イ
ヤ
ー
で
作
る「
盛
岡
生
ま

れ
」の
マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
。
お
好
き
な
ビ
ー
玉

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

日
時
／
９
月
27
日
㈫ 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

● 

場
所
／
武
家
屋
敷
小
野
崎
家（
角
館
公
民
館
）

● 

講
師
／
秋
山
多
賀
江
氏

　
　
　

  （
ア
ト
リ
エ 

ｃ
ｉ
ｅ
ｌ
ｏ
．）

　

マ 

ー
ブ
ル
ア
ー
ト
教
室

　
今
回
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
景
観
や
行

事
に
課
題
意
識
を
も
っ
て
向
き
合
い
ま
し
た
。

地
域
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
地
域
の
一
員
と
し
て
よ

り
よ
い
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
、今
後
も
学
校・地
域
の
連
携・

協
働
に
よ
る
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

● 

受
講
料
／
２
０
０
０
円

 （
材
料
費
）

● 

持
ち
物
／
手
元
作
業
が
多

い
の
で
眼
鏡
が
必
要
な
方

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

定
員
／
８
人

● 

申
込
期
間
／
９
月
５
日
㈪
～
定
員
ま
で

● 
申
込
み・問
合
せ
／
角
館
公
民
館

　
お
祝
い
事
な
ど
で
縁
起
も
の
と
し
て
振
る

舞
わ
れ
る
沖
縄
の
揚
げ
菓
子
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

● 

日
時
／
９
月
30
日
㈮　

▼
Ａ
コ
ー
ス 

10
時
～
12
時　

▼
Ｂ
コ
ー
ス 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

● 

場
所
／
旧
石
黒（
恵
）家

● 

講
師
／
浅
利
久
美
子
氏 

● 

受
講
料
／
５
０
０
円

● 

持
ち
物
／
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具

● 

定
員
／
Ａ
Ｂ
と
も
６
人

● 

申
込
期
間
／
９
月
５
日
㈪
～
定
員
ま
で

●
申
込
み・問
合
せ
／
角
館
公
民
館

　

サ 
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ー
ギ
ー
作
り
教
室 

７
月
７
日 

角
館
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　
　
「
景
観
学
習
」

　
地
域
の
風
景
や
景
色
の
尊
さ
を
学
ぼ
う
と
、

弘
前
大
学
の
北
原
啓
司
教
授
を
講
師
に
招
き
、

「
景
観
」と
は
何
か
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
学
習
の
後
半
は
、「
景
観
学
習
で
目
を
向
け

る
ポ
イ
ン
ト
」を
教
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
実

際
に
街
を
歩
き
な
が
ら「
お

気
に
入
り
の
景
観
」や
、「
気

に
な
る
景
観
」を
写
真
に
収

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
選
ん

だ
写
真
を
も
と
に
景
観
づ

く
り
に
つ
い
て
の
提
案
書

を
作
成
し
ま
し
た
。

７
月
20
日 

西
明
寺
中
学
校

　
　
　
　
　
「
戸
沢
氏
祭
講
演
会
」

　「
戸
沢
氏
祭
」の
は
じ
ま
り
に
実
行
委
員
と
し

て
関
わ
っ
た
門
脇
光
浩
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

地
域
の
連
帯
感
醸
成
を
願
っ
て
始
め
ら
れ
た
と

い
う
お
祭
り
の
意
義
や
戸
沢
氏
の
歴
史
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
講
演
後
に

は
、「
お
祭
り
を
受
け
継
い

で
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

自
分
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
」と
い
う
生
徒
の
質
問
に
、

郷
土
へ
の
思
い
の
高
ま
り
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
色
鉛
筆
を
使
っ
た
大
人
向
け
の
ぬ
り
絵
を

初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。
お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

● 

日
時
／
９
月
21
日
㈬ 

13
時
～
15
時

● 

場
所
／
武
家
屋
敷
小
野
崎
家（
角
館
公
民
館
）

● 

講
師
／
草
彅
良
子
氏

● 

受
講
料
／
無
料

● 

定
員
／
８
人

● 

申
込
期
間
／
９
月
５
日
㈪
～
定
員
ま
で

●
申
込
み・問
合
せ
／
角
館
公
民
館 

　

お 

と
な
の
ぬ
り
絵
教
室

　
自
宅
で
も
簡
単
に

楽
し
め
る「
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
」

を
始
め
ま
せ
ん
か
。

「
ギ
タ
ー
を
弾
け
る
よ

う
に
な
り
た
い
」、「
昔

少
し
は
弾
け
た
け
ど

改
め
て
学
び
直
し
た

い
」と
い
う
方
に
、
プ
ロ
の
講
師
が
初
め
の
一

歩
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

● 

日
時
／
①
10
月
１
日
、
②
15
日
、
③
29
日
、

④
11
月
12
日
、
⑤
26
日 

18
時
～
19
時（
隔
週

土
曜
日：全
５
回
）

● 
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

● 
講
師
／
山
手
昌
行
氏（
ソ
ロ
ギ
タ
リ
ス
ト
）

● 
受
講
料
／
毎
回
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
込

み
）×
５
回

● 

持
ち
物
／
ギ
タ
ー
持
参（
※
な
い
方
に
は
先

着
２
人
ま
で
貸
出
し
可：要
相
談
）

● 

定
員
／
10
人

● 

申
込
期
間
／
９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

● 

申
込
み・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

　

ア 

コ
ギ
に
挑
戦
！

　
　
　
　
　
　
ギ
タ
ー
入
門
講
座 

　
韓
国
映
画
や
ド
ラ
マ
、
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
音
楽
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
ハ
ン
グ
ル
文
字
や
発
音
を

学
び
ま
す
。お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

制
作
品
の
見
本

田沢湖図書館 ☎43-1307

玉手おはなし 箱
9月17日 ㈯

田沢湖図書館 1階
10:00～入場無料

いろんなおはなしいろんなおはなし
いっぱい !いっぱい !

とことことことこ

タイムタイム 99月月
　お子さんと一緒に利用できる、
笑っても泣いてもいい時間です。

9:00 ～ 12:00
10日 ㈯▼3日 ㈯▼

17日 ㈯▼ 24日 ㈯▼

9月15日 ㈭ 9:30 ～ 田沢湖図書館
（階段の上り下りはありません）
≪材料費≫７００円 ≪定員≫１０人（定員になりしだい締切）

としょかん手作り教室 
　　マーガレット織りを愉しむ③

 新着図書を紹介します   

▼空を駆ける《梶よう子》　 ▼腹を割ったら血が出るだけさ《住野よる》

▼財布は踊る《原田ひ香》　 ▼メイクがなんとなく変なので《吉川景都》

▼めをさませ《五味太郎》　 ▼こっそりなっとう おべんとうの巻《さの
こうや》　 ▼ピカッゴロゴロニャー！《広瀬克也》
● このほかたくさんの児童書・一般書の新刊が入ってきています。

煉
獄
蝶
々

《
岩
井
志
麻
子

／KAD
O

KAW
A

》

ぼ
く
ら
に
嘘
がひ

と
つ
だ
け

《
綾
崎
隼
／
文
藝
春
秋
》

9 月の
休館日

5日月  12日月  19日月・祝  20日火・振替  
23日金・祝  26日月  30日金（月末整理休館）

 新着図書を紹介します

▼彼女の思い出／逆さまの森《J・D・サリンジャー／著、金原瑞人／訳》

▼大久保利通－「知」を結ぶ指導者－《瀧井一博》　 ▼年寄りは本気だ－
はみ出し日本論－《養老孟司、池田清彦》　 ▼論争 関ヶ原合戦《笠谷和
比古》　 ▼プリンシパル《長浦京》　 ▼財布は踊る《原田ひ香》　 ▼ナイフ
を胸に抱きしめて《八重野統摩》　 ▼ Q ／フェイクスピア《野田秀樹》　

▼こいごころ《畠中恵》　 ▼ぼくらは人間修行中－はんぶん人間、はんぶ
んおさる。－《二宮敦人》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

学習資料館 ☎43-3333

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333 5日月  12日月  19日月・祝  26日月9 月の

休館日

5日月  12日月  13日火 ～ 23日金 ※蔵書点検休館
26日月  30日金（月末整理休館） 
※ 7日水、8日木、9日金は 17時閉館です。

9 月の
休館日

おはなしかいうさぎのみみ

　総合情報センター　おはなしコーナー　TEL　43-3333

　　「「おおおおききななぼぼううしし」」☆☆「「どどううぶぶつつ」」ののおおははななししをを
　　じじゅゅんんびびししててままっっててまますす♪♪
☆☆ささいいごごににみみんんななでで「「おおりりががみみ」」ででああそそびびままししょょうう。。

　　ととももだだちちささそそっっててみみんんななででききててねね♪♪

５５月月１１２２日日（（第第２２土土））ＡＡＭＭ1100::0000～～
☆☆エエププロロンンシシアアタターー　　「「ジジャャッッククとと豆豆のの木木」」☆☆おおおおががたたかかみみししばばいい

おおははななししかかいいううささぎぎののみみみみ
10:00～9月3日 ㈯

★大型紙芝居「へったれよめ」
★エプロンシアター「グリーンマントのピーマンマン」
★さいごに、ぬりえをしましょう！

3年ぶりのお祭りを楽しもう！テ
ー
マ
展
示「 可愛い本には旅をさせよ 」

「 お祭りの季節　歌舞伎を学ぼう 」

たくさんの本が待っています！

ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク

《
デ
ボ
ラ
・
レ
ヴ
ィ
／
著
、

小
澤
身
和
子
／
訳
》

しかけ絵本を
たくさんやります！

水
平
線

《
滝
口
悠
生
》

　角館とアララギの
歌人たち　

　明治から昭和にかけてアララギ派の代表的な歌人たちが角館や田沢湖を訪れ、多くの
歌を詠んでいます。アララギの歌人たちと角館を結びつけた大きな要因が、角館出身の
日本画家平福百穂の存在にほかなりません。本展では、百穂が装丁した本を中心に写真
や資料を展示します。角館とアララギの歌人たちとのつながりをご覧ください。会期：11月3日㈭㈷まで会期：11月3日㈭㈷まで

テ
ー
マ
展
示

   世界アルツハイマー月間 関連する本を集めました。
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9
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

仙
北
市
子
育
て
支
援
施
設
『
さ
く
ラ
ッ
コ
』

子 育 て イ ン フ オ メ ー シ ヨ ン 子 育 て イ ン フ オ メ ー シ
ヨ ン

日にち 受付時間 内容

6日 ㈫・20日 ㈫ 13:15 ～ 13:30
・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・保健師と栄養士の話
・個別相談
（約 1 時間半前後の時間
がかかります）
・支援プラン作成

12日 ㈪・26日 ㈪ 9:45 ～ 10:00

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確
認できるもの（運転免許証、パスポートなど）

母子健康手帳交付

日にち 健診名 対象者 受付時間
2日㈮ 2 歳 6 か月児歯 R2 年 2月生

12:45～13:00
15日㈭ 3 歳 6 か月児 H31年3月生

29日㈭ 4･10 か月児
R4年5月生・
R3年10月生

13:00～13:30

乳幼児健診

こどもカレンダーこどもカレンダー
月

電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-2252　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。

日にち 内容 対象者 時間

13日㈫
ベビーマッサージ・
交流会

2か月後半～
1歳未満

受付 9:10～ 9:30
講座 9:30～11:30

ママと赤ちゃんのふれあい講座 （保健課に申し込みが必要です）

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあ
ります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援
する基盤作りのため、次のような活動を行っています。

 ★育児不安などについての相談指導 
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して
相談を受け付けています。1 人で悩まず、小さなことで
もお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9:00 ～17:00。手紙・FAX
などはいつでも】  ★子育てサークルなどへの支援 

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を
提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある方
はぜひご連絡ください。

 ★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設 
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場
を開いています。保育園などに入園していないお子さん
と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃん
など、どなたでも参加できます（随時、園を開放してい
ます。月～金曜日の 9:00 ～17:00）。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。　※持ち物などは各園にご確認ください。

日にち 対象月齢 対象者 受付時間
21日㈬ 7 か月児 R4 年 1月～ 2月生 9:30 ～ 9:45

離乳食教室『もぐもぐランド』

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親子
の交流の場の提供、子育てなどに関する相談・援助、子育て
関連情報の提供、子育てに関する講習などを実施しています。
　子育てアドバイザーが常駐し、明るくゆっくりとした環境
を準備してお待ちしていますので、どうぞお気軽においでく
ださい！

なかよしルーム（にこにここども園内）なかよしルーム（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

  8 日木／身体測定・こども園で遊ぼう
15 日木／ おじいちゃん、おばあちゃんへのプレゼントを

作ろう（敬老の日のプレゼント）
22 日木／好きなおもちゃを見つけて遊ぼう
※ 水分補給できるものを持参してください。
※ 天気のよい日は園庭で遊びます。帽子・外靴・着替え・汗拭きタ

オルなどを持参してください。

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX 48-2525　時間 9☎ 48-2345　FAX 48-2525　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

  7 日水／ ペタペタしよう（絵の具遊び）
14 日水／ おじいちゃん、おばあちゃんへのプレゼント

を作ろう
21 日水／ こども園のお友だちと遊ぼう
※ 水分補給できるもの・帽子・着替えなどを持参してください。
※参加の際は、前日までにご連絡ください。

さくラッコのイベントは無料です！さくラッコのイベントは無料です！

お子さんのお誕生月に遊びに来てくれた方には、お誕
生日カードをプレゼントします！

仙北市ホームページのほか、はなさき仙
北のホームページからもご確認いただけ
ます。

仙北市 はなさき仙北

おひさまルーム（角館こども園内）おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 9☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

  6 日火／お外であ・そ・ぼ（天候によって変更の場合あり）
　　　　　（小さいお友だちはお部屋で過ごします）
15 日木／体を動かして遊びましょう
27 日火／誕生会（9 月生まれ）・身体測定
※ご利用の際は、事前にご連絡ください。
※お子さんの飲み物を持参してください。
※15 日は、園の 0・1・2 歳児と一緒にカワイ体操教室に参加します。

はっぴいルーム

（お友だち作りや情報交換の場として開放）
9月の開放日 （毎週水・木・金曜日 10：00 ～ 15：00）

　水曜日 　7 日・14 日・21 日・28 日
　木曜日 　1 日・15 日・22 日・29 日
　金曜日 　2 日・16 日・30 日

　8 日、9 日は祭典に伴う交通規制のためお休みになります。
　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、引っ
越してきたばかりで知らないことばかり…と不安なママ。も
ちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんもどうぞ一緒に
遊びにきてくださいね。

予約予約
不要不要

　　　　◆場所　　健康管理センター（角館）
　　　　◆問合せ　仙北市保健課  ☎ 43-2252　　　　

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

20日㈫ 10:00～11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・
育児の相談ができます。個別相談もでき
ますので、希望者はご連絡ください。

99おやこ交流広場
開放日 時間 内容

5日㈪・12日㈪・
20日㈫・26日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に
遊べるスペース。申込不要で
自由参加。

※ 20 日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

親子わくわくスイミング体験

（仙北市子育てサポート事業）

16 日 金  10：00 ～ 12：00
《場所》 西木温泉ふれあいプラザ クリオン
《対象》 未就園児（6 か月～ 3 歳）の親子 5 組
《持ち物》 親子の水着・水泳キャップ・バスタオル
　　　　（必要な方は水遊び用オムツ）

《参加料》 2,000 円（体験料・プール利用料・お弁当・保険料）
※ お持ち帰り用のお弁当がつきますので、スイミング後お弁当

を受け取って解散となります。
《申込期限》 9 月 9 日㈮

事前予約制事前予約制
5組5組

すくすく成長記録Day

15 日 木  10:00 ～ 11:00
　月イチ、身長体重測定日！どれくらい大きくなったかお
子さんの身長体重を測って記録してみましょう。
　子育てのお悩みも相談できます。

予約予約
不要不要

子育てサポート　「はっぴい・マム」

Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
イベントへの参加申し込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、角館児童館向かって右側（山
側）、または、仙北市総合情報センターをご利用
ください。

角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）
☎080-1663-4494問

合
せ

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！

→
→

あつまれ！0歳児 !!

（0 歳児以上のお子さんも参加可能
です）

30 日 金  ① 10:30 ～11:30
② 13:30 ～14:30

　お昼寝アート　
　季節の壁紙をバックにお子さんをねんねやお座りをさせ
て、写真をパチリ！その時の月齢でしか撮ることができな
い 1 枚をぜひ撮りにきてください !!
※ 2L 版を 1 枚プリントアウトしてプレゼントします。

事前予約制事前予約制
午前6組午前6組
午後6組午後6組

  7 日水／作って遊ぼう～敬老の日～
16 日金／大道芸を見てみよう（お部屋でも遊べます）
28 日水／お散歩に出かけましょう
※お子さんの飲み物・オムツ・着替えなどを持参してください。
※16 日は金曜日の開催です。園児と一緒に大道芸を見ませんか。
※毎日、園開放（だしっこ広場）もしています。ぜひご利用ください。
※お散歩の日はベビーカーや靴の準備をお願いします。

だしっこルーム（だしのこ園内）だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

  6 日火／身体測定・こども園で遊ぼう
13 日火／こども園の園庭で遊ぼう（小さいお友だちはお

部屋でゆっくり過ごしましょう）
20 日火／手作りおもちゃを作って遊ぼう
27 日火／ 9 月生まれのお誕生会・こども園で遊ぼう
※ 帽子・外靴・着替え・汗拭きタオル・水分補給できるものなどを

持参してください。

わいわい広場（神代こども園内）わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9::3030 ～～ 1111::3030
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市民の方々の市民の方々の
健康づくりを応援します　　健康づくりを応援します　　

せんぼく健康ハッピー大作戦せんぼく健康ハッピー大作戦
～健康ポイント事業～～健康ポイント事業～

抽選で 1等になった方には 5000円相当の
景品をプレゼント！！

景品一覧景品一覧
●  花葉館入浴券 （お買物券 ・ お食事券 ・

宿泊券としても使用できます）

●  クリオン入浴券 （お買物券 ・ お食事券と

しても使用できます）

●  クリオンプール券 （お買物券 ・ お食事券

としても使用できます）

●  東風の湯入浴券 （ハートハーブでのお買

い物やお食事にも使用できます）

参加方法

6月から開催中
自身で決めた目標（運動、食事など）
に取り組んだり、市や勤め先で実施
する健（検）診や、市の健康教室に
参加することで楽しくポイントが貯
まります。専用の記録表にポイント
を集めて応募すると、抽選で素敵な
景品を手に入れるチャンスです。

記録表を配布している場所

10ポイント以上集めて応募

抽選会

問合せ

保健課、包括支援センター、市民生
活課、西木・田沢湖市民センター、
各出張所、各公民館

応募期限／ 令和 5 年 3 月 3 日㈮
応募者全員に粗品をプレゼント！

令和 5 年 3 月中旬予定

仙北市保健課
☎ 43-2252

　仙北市では地域づくりに関する講座を開催しています。
　認知症介護の指導者をされている方、地域づくりのため実
際に活躍している方の講座を受講し、地域の人々との結びつ
きやつながりの大切さについて一緒に考えてみませんか？
　集いの場、話し相手、みまもりなど自分のできるところか
ら活動してみたい方々の参加をお待ちしています！以前に認
知症サポーター養成講座を受講したことがある方（オレンジリ
ングをお持ちの方）も、ぜひ受講してみてください。

「支え合いの地域づくり」担い手養成講座　基礎編「支え合いの地域づくり」担い手養成講座　基礎編
（認知症サポーターステップアップ講座）（認知症サポーターステップアップ講座）

▶  講座の内容／
　「高齢者と認知症について」
　　講師　介護相談室 笑みゅ　管理者 大久保幸子氏
　「地域活動について」
　　講師　スマイル元気隊　代表 小林堅治氏　申込・問合せ／

仙北市包括支援センター　☎ 43-2283

▶  日時および場所／ ９月15日㈭ 13:30 ～ 15:30
受付13:00 ～ 田沢湖総合開発センター談話室

▶  申込期限／ 9月12日㈪
▶   参加料／ 無料

　仙北市内では、5 か所でオレンジカフェ（総
称）が毎月 1 回開催されます。
　オレンジカフェは、厚生労働省が進めてい
る認知症施策の一つで、認知症の人も家族も
地域の人も誰でも気軽に集い、交流すること
のできる集いの場です。また、認知症に関す
る相談にも応じることができますので、気軽
に参加してスタッフに声をかけてください。

●  参加される方へお願い　　　　　　　　　　　　
基本的な感染対策をお願いします。参加する前に
は、体温測定、健康チェックをしましょう。発熱
または風邪の症状がある場合は無理せず自宅で療
養をお願いします。カフェに入る際には、マスク
の着用、手指消毒をお願いします。ほかの方との
十分な距離を取りましょう。

●  オレンジカフェのお手伝いについて　　　　　　
認知症サポーターやキャラバンメイト、仙北地域
かがやき隊の皆さまで、カフェのお手伝いに参加
をご希望される方は、包括支援センターまでご連
絡ください。

問合せ／仙北市包括支援センター ☎43-2283

 今年度もオレンジカフェが開催されています♪  

9 月の日程 感染症の状況により、開催を休止する場合もあります。詳細については、直接お問い合わせください。
カフェの名称 代表者 場所 連絡先 開催日 時間 個人負担

ささえ愛カフェ 清水佳奈子 デイサービスセン
ターささえ愛 42-8666 9月18日㈰ 9:30 ～

11:30 100円

こみっとカフェ 松舘文子 NPO 法人かじか
瀬スペース

080-3198-
4136 9月20日㈫ 10:00 ～

12:00
300円　初めての
方は事前連絡必要

下延オレンジカ
フェの会 藤原律子 下延住民センター 55-5449 9月20日㈫ 14:00 ～

16:00 100円

たんぽぽカフェ 佐々木恵 角館交流センター 52-2540 9月21日㈬ 10:00 ～
12:00 なし

オレンジカフェ
ひまわり 長澤早恵 グループホームひ

まわり地域交流室 55-5272 9月24日㈯ 14:00 ～
16:00 100円

2022年度 世界アルツハイマー月間・デー標語2022年度 世界アルツハイマー月間・デー標語

『 『 忘れても あなたはあなたの ままでいい忘れても あなたはあなたの ままでいい  』』
　1994 年「国際アルツハイマー病協会」は世界保健機関と共同で毎年 9 月 21 日を

「世界アルツハイマーデー」と制定し、この日を中心に認知症の啓蒙を実施しています。
また 9 月を「アルツハイマー月間」と定め、さまざまな取り組みを行っています。

悩まずにご相談ください！
　「同じ話を繰り返す」「物をなくして困るこ
とが多い」「同じものばかり買ってくる」「急
に人が変わった」「季節に合わない服装をし
ている」「近所の人で認知症のような言動が
あり心配」など…
　「あれ？何かおかしい…認知症？」と心配
になったら、1 人で悩まず、仙北市包括支援
センターにご相談ください。

　秋田県は、全国で一番高齢化率が高い県で
す！仙北市は、43％を超え、県内 10 番目に位
置しています。
　「認知症」は、誰もがなりうるものであり、
自分や家族、周りの人が認知症になることも含
め、多くの人にとって身近なものになっていま
す。認知症は正常に働いていた脳の機能が低下
し記憶や思考への影響がみられる脳の病気であ
り、本人のせいではありません。また、認知症
の本人は自覚がないという考えも大きな間違い
であり、最初に症状に気づき誰より一番不安に
なって苦しむのは本人なのです。認知症につい
て理解を深め、認知症になっても安心して暮ら
せる地域をみんなでつくりましょう。 問合せ／仙北市包括支援センター ☎43-2283

イメージキャラクター
はつらつちゃん
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問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

ご参加の際は、マスクの着用をお願いします。

問合せ／ NPO 法人 KOU  大屋みはる☎018-853-4367

　“ 若者の居場所 ” とは、心の重荷を下ろす場所です。辛い、
苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が悪い、社会の
中で生きづらいと感じているすべての若者が対象です。一緒
にお茶を飲んだり、おやつを食べたり、ちょっとしたゲーム
をしながら若者同士で交流しましょう。ぜひひとりで抱え込
まずに、まずは足を運んでください。お待ちしています。

99月月2020日日火　14:00 ～ 16:00

若者の居場所
若者同士で交流しましょう !

場所　角館交流センター（和室）
主催　 NPO 法人 KOU（あきた若者サポートステーション

運営団体）

参加無料 !

時間　午前／①10:00 ～10:50　②11:00 ～11:50
午後／③13:30 ～14:20　④14:30 ～15:20

あなたの話を聴いてくれる人がいる

こころの相談

99月月77日日水・1010月月55日日水　13:00 ～16:00

語って、笑って、ホッと一息①

えがおサロン

　傾聴ボランティア「えくぼの会」では、毎月サロンを開き、
個人の悩みや相談に応じています。お茶やコーヒーを飲ん
で語ってホッとするスペースです。予約なしで、どなたで
も好きな時間に参加できますので、ぜひお立ち寄りくださ
い。
傾聴ボランティア「えくぼの会」

場所　田沢湖健康増進センター 交流プラザ
内容　血圧測定、健康講話、脳トレ、手工芸など
参加料　100円

相談は
秘密厳守

です かだれ

　一緒にお茶を飲んだり認知症予防ゲームなど、やりた
いことをやりましょう！集いの場「かだれ」が開催され
ている時間内に個別にお話をお聞きします（予約先 小松 
☎090-2975-3450）。相談は無料ですので、遠慮なくお
越しください。

語って、笑って、ホッと一息②

99月月1414日日水・99月月2828日日水　
10:00 ～12:00・12:00 ～15:00
内容　▶午前 保健師による血圧測定、健康相談など
　　　▶午後 認知症予防体操、ゲームなど
場所　田沢湖健康増進センター 調理室
参加料　100円（昼食は各自でご持参ください）

傾聴ボランティア

田沢湖健康増進センター ▼  99月月1414日日水 午後のみ・
1010 月月 1212 日日水 午後のみ

西木総合開発センター ▼ 99 月月 66 日日火 午前のみ

相談方法　面談または電話（予約時にご希望をお聞きし
ます）

※電話相談を予約された方には、予約の日時にスタッフよ
り電話をします。

予約締切　事前にお電話ください(当日でも空きがあれば可）。
スタッフ　公認心理師・臨床心理士

　経済・生活の不安、職場環境や人間関係、子育てや家族
関係、病気や健康の不安、近隣関係などから、心配で夜中
に目が覚めたり、以前のように食事がとれないことはあり
ませんか。また、ため息が増えたり、気分が沈んで自分を
責めたり、反対にイライラして人や物にあたってあとで後
悔したり、いつもがまんばかりしていると感じていませんか。
　保健課では、このような方々に「こころの相談」をおすす
めしています。困りごとを、話せるところからゆっくり話し
てみませんか？ひとりで悩まないで話をしてみましょう。

角館庁舎 ▼  99 月月 11 日日木 ・ 99 月月 1515 日日木 午前のみ ・
99 月月 2222 日日木 ・ 99 月月 2929 日日木 午前のみ ・
1010 月月 66 日日木 午前のみ ・ 1010 月月 1313 日日木 ・
1010 月月 2020 日日木 ・ 1010 月月 2727 日日木 午前のみ

　笑いは、おなかや胸の筋肉を動かすことで酸素を体内に
取り込み、免疫力を高めさまざまな病気に対して強い体を
作ります。自律神経のバランスを整えストレスにも強くな
ります。仲間と一緒に笑うことで効果がさらに実感できま
す。事前申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

受付　9:40 ～10:00　終了　11:30頃
場所　健康管理センター（角館）
内容　笑いヨガ・健康のお話など

笑いで和、輪、話を広げよう！

笑いの会
99月月1616日日金　

　心に溜まったことや、気になること、心配なことなど
話してみませんか。「えくぼの会」会員がゆっくりお茶を
飲みながら一緒に考えていきます。開催時間内の都合の
よいときにお気軽にお越しください。

場所　 角館交流センター

だれかに話をすると安心する

えくぼの会
99月月2121日日水　10:00 ～14:00

傾聴ボランティア

一般介護予防事業一般介護予防事業

「 「 あたまあたま  とと  からだからだ の  の 若返り教室若返り教室」」を開催します！を開催します！

　包括支援センターでは、認知症予防について楽しく学べる
「あたまとからだの若返り教室」を開催します。認知症予防と
して、生活習慣病を予防し放置しないことや、脳を動かすこ
とは大切なことだといわれています。教室に参加して、一緒
に楽しく学んだり体を動かしたりしませんか？
　皆さんのお近くの会場で開催しますので、お友だちや近所
の方も誘って、ぜひお気軽にご参加ください！

▶  開催期間／ 10月～令和5年2月末まで
▶  受付時間／ 13時～ 13時20分
　　　　　　　（終了は15時を予定）
▶   対象／ おおむね65歳以上の仙北市民の方
▶   内容／ 
　 1回目：認知症予防についてのお話と脳トレ
　 2回目：運動 ～ペタンク～
　 3回目：コグニサイズ
　 4回目：コグニサイズ
　　  毎回、保健師による血圧測定、健康相談を行

います。

▶  場所／ 
　 角館地区：7か所
　・角館健康管理センター
　・雲沢集落センター
　・花葉館（西長野地区送迎あり）
　・中川コミュニティセンター（旧中川小学校）
　・白岩集落センター
　・下延住民センター
　・八割コミュニティセンター
　 田沢湖地区：3か所
　・田沢交流センター
　・田沢湖健康増進センター
　・神代就業改善センター
　 西木地区：3か所
　・ 紙風船館
　・林業総合センター（桧木内診療所）
　・西木温泉ふれあいプラザ クリオン

　申込・問合せ／
仙北市包括支援センター　☎ 43-2283

軽い運動と認知機能（計算やしりとりなど）を
組み合わせたエクササイズのことです。

コグニサイズとは？

大曲仙北歯科医師会 

9月の
休日歯科診療当番医

 診療時間9:00 ～ 12:00

4日　井関歯科医院（大仙市朝日町）
11日　船木歯科医院（大仙市神宮寺）
18日　大曲歯科クリニック（大仙市和合）
25日　くぼた歯科医院（仙北市田沢湖）

☎ 0187-63-8100
☎ 0187-72-3222
☎ 0187-88-8119
☎ 0187-43-2233

病院がお休みの日に急に歯が痛くなったり、処置が必要になったときに当番制で診
療を行っています。受診の前に必ず電話でご確認ください。

▶   持ち物／ 水分補給のための水かお茶、タオル、
メガネ（必要な方）

▶  申込期限／ 9月16日㈮まで、電話で包括支援
センターまでお申し込みください。

▶  その他／ 参加申込された方には、後日詳しい内
容を郵送します。



※ 1  65 ～ 74 歳で一定の障がいの状態にあると広域連合から認定を
受けた方を含みます。

※ 2  「課税所得」 とは、住民税納税通知書の 「課税標準」 の額です。 「課
税標準」 の額は、 前年の収入から、 給与所得控除や公的年金等
控除など、 所得控除 ( 基礎控除や社会保険料控除等 ) などを差し
引いた後の金額です。

※ 3 「年金収入」 には遺族年金や障害年金は含みません。
※ 4  課税所得 145 万円以上で、 医療費の窓口負担割合が 3 割の方。

（一定の基準 ・ 要件を満たす場合、 窓口負担割合が 1 割または 2
割になるケースがあります）

住民税非課税世帯の方は、 1 割負担となります。

問合せ／
【医療費窓口負担割合の見直しに関すること】
　秋田県後期高齢者医療広域連合 業務課
　　☎ 018-853-7155
　仙北市市民生活課 国民健康保険係　☎ 43-3316

【今回の制度改正の見直しの背景などに関すること】
　厚生労働省コールセンター　☎ 0120-002-719

―　介護保険事務所から　―
介護保険住宅改修受領委任払事業者の新規登録研修会の開催について

　　　　　　　　　 ▶ 介護保険事務所 保険給付班
 ☎ 0187-86-3911　FAX 0187-86-3914

申込・問合せ

　住宅改修費の支給にかかる受領委任払事業者は登
録申請が必要で、次の研修会を受講された事業者の
み登録申請が可能です。現在、登録の受領委任払事
業者の有効期間は、令和 6 年 11 月（最長 3 年）ま
でです。そのため、令和 4 年度は新規登録研修会の
みを開催し、更新の研修会は開催しません。
　この研修では、受領委任払いを利用して住宅改修
を行う際の流れや介護給付の対象になる住宅改修の
項目、よくある質問などを内容とします。

受領委任払いとは…
　被保険者から受領委任を受けた住宅改修業者に
は介護給付内工事代金の 1 割、2 割または 3 割が
被保険者から支払われ、残りの 9 割、8 割または 7
割が介護保険事務所から支払われる制度です。

▶  日時／ 10月25日㈫ 13:30～14:30（受付13:10～）
▶  場所／ 大仙市役所仙北支所 3 階 大会議室
▶  申込期限／ 10 月 7 日㈮ 必着
　 申込書は「OS 介護ネット（URL:http://www.
oskaigonet.or.jp/）」からダウンロードし、FAX また
は郵送でお申し込みください。

窓口負担割合が 2 割となる方には
　負担を抑える配慮措置があります
令和 4 年 10 月 1 日から令和 7 年 9 月 30 日までの間は、2
割負担となる方について、外来医療の窓口負担割合の引き上
げに伴う 1 か月の負担増加額を 3,000 円までに抑えます。
払い戻しのために口座を登録していただく必要がある場合に
は、令和 4 年 9 月末に、広域連合から申請書を郵送します。
※ 既に高額療養費の払い戻しについて口座が登録されている方には、

申請書は郵送されません。

世帯の窓口負担割合が 2 割の対象となるかどうかは、75 歳以上
の方など※ 1 の課税所得※ 2 や年金収入※３など（令和 3 年中のも
の）をもとに、世帯単位で判定します。

現役並み所得者に※ 4 該当するか

世帯内 75 歳以上の方などのうち

課税所得が 28 万円以上の方がいるか

世帯に 75 歳以上の方などが

2 人以上いるか

「年金収入＋その他の
合計所得金額」 が
200 万円以上か

「年金収入＋その他の
合計所得金額」 合計が

320 万円以上か
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2 人以上1 人だけ
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未満

200万円
以上

320万円
未満

320万円
以上

【配慮措置が適用される場合の計算方法】
例：1 か月の医療費全体額が 50,000 円の場合
窓口負担割合が 1 割のとき ① 5,000 円
窓口負担割合が 2 割のとき ② 10,000 円
負担増 ③ （ ② - ① ） 5,000 円
窓口負担増の上限 ④ 3,000 円
払い戻しなど （ ③ - ④ ） 2,000 円

1 か月 5,000 円の負担増を
3,000 円までに抑えます。

配慮措置

仙北市市民生活課 国民健康保険係　☎ 43-3316国保の窓口から 問合せ

　
現
在
、
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に

　
現
在
、
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
は
、
1010
月月
11
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
被

日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
被

保
険
者
証
を

保
険
者
証
を
99
月
中
に
簡
易
書
留
郵
便
で

月
中
に
簡
易
書
留
郵
便
で

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
受
領
印
を
押
印
の

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
受
領
印
を
押
印
の

う
え
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

う
え
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
被
保
険
者
証
は
、
皆
さ
ん
が
保
険
医
療

　
被
保
険
者
証
は
、
皆
さ
ん
が
保
険
医
療

機
関
で
受
診
す
る
と
き
に
国
保
の
加
入
者

機
関
で
受
診
す
る
と
き
に
国
保
の
加
入
者

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
唯
一
の
証
明

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
唯
一
の
証
明

書
で
す
。

書
で
す
。

　
そ
こ
で
、
受
診
さ
れ
る
方
は
次
の
こ
と

　
そ
こ
で
、
受
診
さ
れ
る
方
は
次
の
こ
と

を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼   

現
在
入
院
中
あ
る
い
は
通
院
中
の
方
は
、

現
在
入
院
中
あ
る
い
は
通
院
中
の
方
は
、

1010
月
１
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証
を

月
１
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証
を

必
ず
保
険
医
療
機
関

必
ず
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
へ
提
示

な
ど
の
窓
口
へ
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
く
だ
さ
い
。

▼  

7070
歳
以
上
の
方
は
、
別
途
負
担
割
合
を

歳
以
上
の
方
は
、
別
途
負
担
割
合
を

表
す
証
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険
高
齢

表
す
証
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

受
給
者
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

  

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
に

関
す
る
差
額
通
知
に
つ
い
て

関
す
る
差
額
通
知
に
つ
い
て  

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
額
を
５
０
０
円
以
上
削

減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
方
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
を
お

送
り
し
ま
す
（
8
月
・
2
月
送
付
予
定
）。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
と
は
、
最
初
に
作
ら
れ
た
薬
（
新
薬
：
先

発
医
薬
品
）
の
特
許
が
切
れ
て
か
ら
作
ら
れ
、
新
薬
と
効
き
目
や
安
全
性
な
ど
が
同
等

と
認
め
ら
れ
た
安
価
な
薬
で
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
主
治
医
や
薬
剤
師
に
十
分

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
保
険
医
療
機
関

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
保
険
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
ど
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼  

1010
月月
11
日
以
降
新
し
く
国
保
に
加
入
し

日
以
降
新
し
く
国
保
に
加
入
し

た
と
き
も
、
入
院
・
通
院
に
関
わ
ら
ず
、

た
と
き
も
、
入
院
・
通
院
に
関
わ
ら
ず
、

必
ず
被
保
険
者
証
を
保
険
医
療
機
関
な

必
ず
被
保
険
者
証
を
保
険
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼  

長
期
に
わ
た
っ
て
通
院
し
て
い
る
方
は
、

長
期
に
わ
た
っ
て
通
院
し
て
い
る
方
は
、

月
の
初
め
に
必
ず
被
保
険
者
証
を
保
険

月
の
初
め
に
必
ず
被
保
険
者
証
を
保
険

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

 

資
格
異
動
の
手
続
き
の
際
は･･･ 

　
社
会
保
険
へ
の
加
入
や
転
出
な
ど
、
国

　
社
会
保
険
へ
の
加
入
や
転
出
な
ど
、
国

保
の
資
格
異
動
の
手
続
き
の
際
は
、
速
や

保
の
資
格
異
動
の
手
続
き
の
際
は
、
速
や

か
に
か
に
異
動
す
る
方
の
被
保
険
者
証

異
動
す
る
方
の
被
保
険
者
証
を
市
役

を
市
役

所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
世
帯

所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
世
帯

主
の
変
更
や
住
所
変
更
な
ど
の
際
は
、
国

主
の
変
更
や
住
所
変
更
な
ど
の
際
は
、
国

保
に
加
入
す
る

保
に
加
入
す
る
世
帯
全
員
の
被
保
険
者
証

世
帯
全
員
の
被
保
険
者
証

を
市
役
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

を
市
役
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

《
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
》

《
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
》

　
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後

　
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
で
は
、
病
気
の
早
期

期
高
齢
者
医
療
で
は
、
病
気
の
早
期

発
見
発
見･･

早
期
治
療
に
役
立
て
て
い
た

早
期
治
療
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助

だ
く
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助

成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
を
活
用
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を

　
制
度
を
活
用
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
、
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

受
診
し
、
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

まま
し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

 

対
象
者 

【
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
】

【
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
】

▼  

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
、
年
齢
が
当
該
年
度
で

者
で
、
年
齢
が
当
該
年
度
で
3535
歳歳

以
上
以
上
7575
歳
未
満

歳
未
満
（
後
期
高
齢
者
医

（
後
期
高
齢
者
医

療
の
対
象
者
を
除
く
）
の
方

療
の
対
象
者
を
除
く
）
の
方

▼  

前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ

前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ

れ
て
い
る
方

れ
て
い
る
方

▼  

保
健
課
実
施
の
特
定
健
診
と
重
複

保
健
課
実
施
の
特
定
健
診
と
重
複

し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

し
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

【
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
】

【
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
】

▼  

仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢

仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
で
、
当
該
年

者
医
療
の
被
保
険
者
で
、
当
該
年

度
に
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
を

度
に
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
を

受
け
て
い
な
い
方

受
け
て
い
な
い
方

▼  

前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療

前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

保
険
料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

▼  

保
健
課
実
施
の
健
診
と
重
複
し
て

保
健
課
実
施
の
健
診
と
重
複
し
て

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

 

助
成
金
額 

　
ど
ち
ら
も

　
ど
ち
ら
も
11
人人
22
万
１
０
０
０
円

万
１
０
０
０
円

を
限
度
と
し
、
年
度
内
で

を
限
度
と
し
、
年
度
内
で
11
回
の
み

回
の
み

で
す
。

で
す
。

 

受
診
医
療
機
関 

▼   

市
立
角
館
総
合
病
院

市
立
角
館
総
合
病
院

▼   

市
立
田
沢
湖
病
院

市
立
田
沢
湖
病
院

▼   

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー

※※   

受
診
希
望
の
方
は
、
直
接
医
療
機
関

受
診
希
望
の
方
は
、
直
接
医
療
機
関

へ
予
約
を
し
て
か
ら

へ
予
約
を
し
て
か
ら
助
成
金
の
申
請

助
成
金
の
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
受
診

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
受
診

日
の
確
認
を
し
ま
す
。

日
の
確
認
を
し
ま
す
。

 

実
施
期
間 

　
令
和
令
和
55
年年
33
月月
3131
日
ま
で

日
ま
で

 
持
参
す
る
も
の 

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

 

受
付
場
所 

　
仙
北
市
役
所
各
庁
舎
・
各
出
張
所

　
仙
北
市
役
所
各
庁
舎
・
各
出
張
所

の
国
保
担
当
窓
口

の
国
保
担
当
窓
口

 

そ
の
他 

　
申
請
を
し
な
い
で
受
診
し
、
費
用

　
申
請
を
し
な
い
で
受
診
し
、
費
用

を
全
額
支
払
っ
た
場
合
で
も
、
年
度

を
全
額
支
払
っ
た
場
合
で
も
、
年
度

内
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
助
成

内
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
印
鑑
・
領
収
書
・
金
融
機
関
の
通

　
印
鑑
・
領
収
書
・
金
融
機
関
の
通

帳
、
ド
ッ
ク
の
受
診
結
果
（
後
日
の

帳
、
ド
ッ
ク
の
受
診
結
果
（
後
日
の

提
出
も
可
能
）
を
持
参
し
、
受
付
場

提
出
も
可
能
）
を
持
参
し
、
受
付
場

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和

　

令
和
44
年年
1010
月月
11
日
か
日
か

ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
医

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
医

療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担

療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担

割
合
が
、
現
行
の
「

割
合
が
、
現
行
の
「
11
割
」
割
」

と
「
と
「
33
割
」
に
加
え
、
新
た

割
」
に
加
え
、
新
た

に
「
に
「
22
割
」
が
新
設
さ
れ
ま

割
」
が
新
設
さ
れ
ま

す
。
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
後
期
高
齢

　
こ
れ
に
伴
い
、
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
さ
れ
て
い
る

者
医
療
に
加
入
さ
れ
て
い
る

す
べ
て
の
方
に
、
有
効
期
限

す
べ
て
の
方
に
、
有
効
期
限

が
令
和

が
令
和
44
年年
1010
月月
11
日
か
ら

日
か
ら

令
和
令
和
55
年年
77
月月
3131
日
ま
で
の

日
ま
で
の

保
険
証
（
水
色
）
を

保
険
証
（
水
色
）
を
99
月
末
月
末

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　
保
険
証
は
、
市
民
生
活
課

　
保
険
証
は
、
市
民
生
活
課

か
ら
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

か
ら
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

し
ま
す
。

し
ま
す
。1010
月
１
日
以
降
は
、

月
１
日
以
降
は
、

新
し
い
保
険
証
（
水
色
）
を

新
し
い
保
険
証
（
水
色
）
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。

お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は

1010
月
１
日
か
ら
は
使
用
で
き

月
１
日
か
ら
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
有
効
期
限
が

ま
せ
ん
の
で
、
有
効
期
限
が

過
ぎ
ま
し
た
ら
市
民
生
活

過
ぎ
ま
し
た
ら
市
民
生
活

課
、
田
沢
湖
・
西
木
市
民
セ

課
、
田
沢
湖
・
西
木
市
民
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
各
出
張
所
の

ン
タ
ー
ま
た
は
各
出
張
所
の

健
康
保
険
担
当
窓
口
に
返
却

健
康
保
険
担
当
窓
口
に
返
却

し
て
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分

し
て
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分

で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
廃
棄

で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
廃
棄

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

し
ま
す
。

後期高齢者医療に加入されている方で一定以上所得の
ある方の医療費の窓口負担割合が２割に変わります
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　
秋
田
県
の
教
育
や
仙
北
市
の
暮

ら
し
を
体
験
す
る
「
家
族
留
学
」

が
８
月
４
日
か
ら
４
日
間
の
日
程

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
留
学

は
、
仙
北
市
と
市
農
山
村
体
験
推

進
協
議
会
が
県
教
育
委
員
会
の
協

力
を
得
て
企
画
し
た
も
の
で
、
県
外

の
小
中
学
生
と
そ
の
家
族
が
市
内

を
訪
れ
、
学
力
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
「
探
究
型
学

習
」
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
仙
北

市
の
観
光
や
自
然
、
農
山
村
の
暮

ら
し
も
体
験
す
る
こ
と
で
市
の
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
関
係
人
口
の

増
加
や
家
族
ぐ
る
み
で
の
移
住
定

住
を
促
進
す
る
目
的
も
あ
り
ま
す
。

今
年
１
月
に
続
い
て
２
回
目
の
実

施
と
な
り
、
今
回
は
特
に
わ
ら
び

座
の
俳
優
の
方
々
か
ら
指
導
を
受

け
る
演
劇
体
験
が
４
日
間
す
べ
て

に
盛
り
込
ま
れ
、
首
都
圏
の
ほ
か
、

大
阪
や
和
歌
山
、
長
崎
か
ら
８
家

族
18
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
探
究
型
学
習
で
子
ど
も
た
ち
は
、

田
沢
湖
や
ク
ニ
マ
ス
の
基
礎
知
識

を
学
ん
だ
後
、
分
か
っ
た
こ
と
や

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
書
き
出
し
、

「
な
ぜ
今
も
田
沢
湖
に
酸
性
の
水
が

入
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
今
回
自

分
が
探
究
し
て
い
く
課
題
問
題
を

設
定
し
、
み
ん
な
で
共
有
し
ま
し

た
。
そ
の
後
実
際
に
田
沢
湖
ク
ニ
マ

ス
未
来
館
で
生
き
た
ク
ニ
マ
ス
の
観

察
や
館
内
展
示
を
調
査
し
、
設
定

し
た
課
題
の
解
決
方
法
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
考
え
、
発
表
し
合
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
保
護
者
は
、
ビ
ー
ル
工

場
見
学
や
武
家
屋
敷
、
抱
返
り
渓

谷
の
観
光
の
ほ
か
、「
思
い
出
の
潟

分
校
」
で
伝
承
話
を
聞
く
な
ど
、

市
の
自
然
や
歴
史
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
巡
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
田
沢
湖
で
は
カ
ヤ
ッ
ク
体

験
や
地
元
食
材
を
使
っ
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
、
宿
泊
先
の
市

内
農
家
民
宿
で
は
夏
野
菜
や
果
物

の
収
穫
体
験
な
ど
、
田
舎
の
暮
ら

し
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

４
日
間
練
習
し
た
演
劇
の
成
果
を

わ
ら
び
劇
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
披
露

し
、
感
動
と
拍
手
で
家
族
留
学
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
家
族
か
ら
は
、

「
ま
た
何
ら
か
の
形
で
仙
北
市
と
関

わ
り
た
い
」、「
想
定
し
て
い
た
10
倍

以
上
に
心
に
残
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
」、「
初
上
陸
の
秋
田
が
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
と
い
っ
た
う

れ
し
い
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

家
族
留
学

秋
田
の
教
育
・

仙
北
市
の
暮
ら
し
を
体
験

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
開
催
を

２
年
延
期
し
て
い
た
角
館

町
割
４
０
０
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
７
月
31
日
、

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
３
部
構
成
と

な
り
、第
１
部
で
は「
角
館・

御
家
断
絶
と
再
興
事
件
」

と
題
し
て
、
民
衆
思
想
史

研
究
所
代
表
の
江
井
英
雄

さ
ん
に
よ
る
ビ
デ
オ
出
演

で
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
「
秋
田
藩

角
館
の
変
遷
」と
題
し
、
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
天

野
真
志
准
教
授
に
よ
る
基

調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
３
部
で
は
山
形
大
学

の
永
井
康
雄
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
角
館

伝
建
群
保
存
地
区
の
町
並

み
を
守
る
会
の
石
黒
直
次

会
長
、
仙
北
市
角
館
町
文

化
財
保
護
協
会
の
中
田
達

男
会
長
、
安
藤
雄
介
角
館

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
文

角
館
町
割
４
０
０
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

歴
史
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

化
庁
文
化
財
第
二
課
の
梅

津
章
子
主
任
文
化
財
調

査
官
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
「
町
割
４
０
０
年
、
こ

れ
か
ら
の
１
０
０
年
に
向

か
っ
て
～
こ
の
街
並
み
を

未
来
の
こ
ど
も
た
ち
へ
～
」

と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
第
３
部
が
始
ま

る
前
に
は
、
角
館
小
学
校

児
童
に
よ
る
「
さ
く
ら
の

町
の
案
内
人
」
が
実
演
さ

れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
歴
史
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
姿
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

天野真志准教授による基調講演。

　山本實さん（角館町山谷川崎）が東北管区警察局長と東北防犯協会連
絡協議会より安全安心な地域づくりに貢献されたとして表彰され、８月
5 日、仙北警察署長より伝達を受けました。
　山本さんは、昭和 50 年から防犯連絡員として地域の防犯活動に積極
的に携わり、40 年以上にわたり中川支部内での小学生の見守り活動な
どに取り組んできました。平成 18 年には仙北市防犯協会の理事に就任、
また同協会中川支部副支部長として、市内防犯活動を通して安全安心な
まちづくりに貢献されてきました。
　山本さんは「警察との連携を大事に、犯罪被害をなくしたいという思
いでこれまで防犯活動を行ってきた。長い間、かかわらせてもらったこ
とが評価され感謝している」と話しました。

東北管区防犯功労者表彰

山本實さんが受賞
受
賞
し
た
山
本
實
さ
ん
（
左
）
と
仙

北
警
察
署
の
太
田
誠
署
長
（
右
）。

韓
国
外
交
部
長
官
表
彰

茶
谷
十
六
さ
ん
が
受
賞

　
７
月
24
日
、
茶
谷
十
六
さ
ん
が
韓
国
外
交
部
長

官
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
４
日
に
は
田
沢

湖
庁
舎
を
訪
れ
、
田
口
市
長
へ
受
賞
の
報
告
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
秋
田
県
で
は
２
人
目
の
受
賞
で
、

長
年
に
わ
た
っ
て
韓
国
と
日
本
と
の
学
術
・
文
化
交

流
に
取
り
組
ま
れ
た
実
績
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。
茶
谷
さ
ん
は
大
学
で
朝
鮮
史
を
専
攻
、
５
年

間
の
高
校
教
師
生
活
を
経
験
し
、
そ
の
後
わ
ら
び
座

に
入
座
、
民
族
芸
術
研
究
所
員
と
し
て
朝
鮮
や
韓
国

の
歴
史
や
芸
能
・
文
化
に
つ
い
て
多
数
の
論
文
を
執

筆
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
韓
国
の
学
会
や
研
究
会

な
ど
で
発
表
す
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
報
告
に
訪
れ
た
茶
谷
さ
ん
は
、「
こ
の
受
賞
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
、
仙
北
市
と
韓
国
と
の
文
化
交
流
が

活
発
に
な
り
、
姉
妹
都
市
締
結
な
ど
に
つ
な
が
れ
ば

あ
り
が
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。
田
口
市
長
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
す
る
敬
意
と
と
も
に
「
生
保

内
発
電
所
建
設
工
事
や
田
沢
湖
姫
観
音
像
建
立
に

関
わ
る
歴
史
を
、
わ
ら
び
座
の
舞
台
を
通
じ
て
後
世

に
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
、
今
後

の
活
躍
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

韓
国
語
（
ハ
ン
グ
ル
）

と
日
本
語
の
表
彰
状
。

田
口
市
長
（
左
）
に
報
告
に
訪
れ

た
茶
谷
十
六
さ
ん
（
右
）。

　8 月 7 日、角館漁業協同組合の若手組合
員によるルアーフィッシングクラブ「P.M.C 
KAKUNODATE」（仲野谷秀樹会長）が、
鵜ノ崎橋から横町橋にかけて、桧木内川河
川敷のクリーンアップ活動を行いました。

クリーンアップを実施
自然や環境を守るために 　仲野谷会長は、「近年、社会問題となっ

ている海洋汚染原因のプラスチックゴミ
が多く散乱しており、黒マルチビニール
や破損したスノーダンプも流れ着いてい
た。これからは我々アングラーだけでは
なく、皆で自然を大事にすることが重要
で、クラブとしてもその一躍を担えれば
と思っています」と話しました。 「P.M.C KAKUNODATE」の皆さん。

　
８
月
４
日
～
７
日
の
４
日
間
、
あ
き

た
芸
術
村
の
稽
古
場
と
わ
ら
び
劇
場

を
会
場
に
「
子
ど
も
演
劇
体
験
講
座

２
０
２
２
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
演
劇
体
験
を
通
じ
て
、
楽
し
み

な
が
ら
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
で
、

毎
年
夏
休
み
の
期
間
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
仙
北
市
内
の
小
学
４

年
生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
の
７
人

に
、
秋
田
の
教
育
や
生
活
を
体
験
す

る
「
家
族
留
学
」
に
参
加
し
た
小
学
１

年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
の
８
人
が
加

わ
っ
た
計
15
人
で
わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
風
子
、
飛
べ
ー
！
」
の
一
場
面

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
わ
ら
び
座
俳
優
で
あ
り

脚
本
・
演
出
を
手
掛
け
た
渡
辺
哲
さ

ん
、
同
作
に
出
演

の
瀬
川
舞
巴
さ

ん
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
斉
藤
和

美
さ
ん
。
劇
中
歌

や
台
本
読
み
な
ど

を
通
し
て
、
声
の

出
し
方
や
感
情
の

込
め
方
、
体
の
動

か
し
方
な
ど
の
指

導
を
受
け
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
練
習

子
ど
も
演
劇
体
験
講
座
２
０
２
２

表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
目
指
す

を
重
ね
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
８
月
７
日
、
保
護
者
や

市
関
係
者
、
わ
ら
び
座
関
係
者
な
ど

多
く
の
方
々
を
前
に
演
劇
を
披
露
し
、

役
に
な
り
き
り
感
情
を
込
め
て
演
じ

る
姿
や
劇
場
内
に
響
き
渡
る
全
員
で

の
合
唱
に
、
客
席
か
ら
は
沢
山
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
演
劇
終
了
後
に
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
楽
し
か
っ
た
」「
次
回
も
参
加
し
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
発
表
さ
れ
、
ま
た
、
保

護
者
の
方
々
は
「
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
演

技
が
で
き
る
と
は
」
と
我
が
子
の
新
た

な
一
面
と
成
長
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
１
日
２
時
間
ず
つ
４
日
間
と
い
う

期
間
の
中
で
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
交
友

を
広
げ
る
充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

役
に
な
り
き
っ
て
演
じ
る
子
ど
も
た

ち
。

最
後
は
み
ん
な
で
集
合
写
真
！

探究型学習の様子。みんな真剣に考えてくれました。
農家民宿での収穫体験。ブルーべーリー沢山とれた
よ !（虫も） 家族でカヤック体験。田沢湖ブルーを堪能しました。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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オンラインＡターンフェア
開催のお知らせ
　秋田県では、県内就職希望者などを対
象とする就職イベント「オンラインAター
ンフェア」を開催します。当日は、県内
企業や市町村などと県内就職・移住を希
望する方との面談を、オンラインでお受
けします。（要事前予約）

【日時】9月25日日  10:00 ～ 15:00
【開催形式】オンライン（Zoom を使用）
【対象】県内就職を希望する方（一般・学

生、県外在住・県内在住問わず）
【内容】県内企業や市町村などと県内就

職・移住を希望する方との面談
【申込期限】9月24日土 15:00
【その他】9月1日木 専用サイトオープン、

事前予約受付開始、職業相談受付開始
【問合せ】公益財団法人秋田県ふるさと定

住機構  ☎018-826-1731

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

女性起業支援セミナー
【日時】10月15日土 ・ 29日土・11月12

日土・19日土  各日10:00 ～ 15:00
【場所】秋田テルサ 第１会議室（秋田市御

所野地蔵田3-1-1）
【対象】 ▼秋田県内での起業を検討してい

るまたは関心のある女性  ▼過去に本
会・他団体主催の起業セミナー・起業
塾を受講した女性  ▼県内で起業後3年
未満の女性

【定員】先着30人（要事前申込）
【申込】ホームページ（右記二次

元コード）からお申し込みください。
【問合せ】秋田県中小企業団体中央会 商業

振興課  ☎018-863-8701

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
7月受付分、敬称略
◆佐藤牛乳販売店 佐藤敬司

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受
け、国の仕事などについての苦情や意見・
要望を受け付け、皆さんと関係行政機関と
の間に立って、その解決を図る「行政と住
民のパイプ役」です。仙北市の行政相談委
員は次の3 人の方で、自宅で相談を受け付
けているほか、定例相談所を開設しています。

【行政相談委員】 ▼羽川茂幸 ☎42-2385  
田沢湖田沢字沼田102-1  ▼大楽進 ☎
53-2690  角館町七日町34  ▼新山敦晃 
☎47-2746  西木町西明寺字宮田18

【9月相談所開設日・場所】 ▼ 14日水・市役
所神代出張所 ▼15日木・角館交流セン
ター ▼16日金・市役所桧木内出張所

【時間】13:00 ～ 15:00
【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

仙北市社会福祉協議会 
9月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と
して心配ごと相談を行っています。お気
軽にご利用ください。

【日時・場所】 ▼ 8日木 13:00 ～15:00・社
会福祉協議会角館支所 ▼ 14日水 13:00
～15:00・市役所神代出張所 ▼ 20日 火 
10:00 ～ 12:00・紙 風 船 館 ▼ 21日 水 
13:00～15:00・田沢湖総合開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  ☎52-1624

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

「あきた国際フェスティバル
2022」で世界につながろう！
　秋田に住む外国人の母国文化や国際交
流団体による活動の紹介ブースをはじめ、
ステージでは様々な国の踊りなどのパ
フォーマンスが見られます。また、世界の
お菓子がもらえるスタンプラリーなども行
いますので、ぜひお気軽にご来場ください。

【日時】10月2日日  10:00 ～ 16:00
【場所】秋田拠点センターALVE（アルヴェ）

1階多目的ホール・2階きらめき広場（秋
田市東通仲町4番1号）

【入場】無料
【問合せ】公益財団法人秋田県国際交流協

会（AIA）  ☎018-893-5499

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

自宅や会場で、谷本先生と一緒にスポーツしてみませんか？
秋の特別スポーツ教室
　講師に、NHK の「筋肉アワー」や「みんなで筋肉体操」で、運動の
効果や鍛える筋肉の部位について、わかりやすく解説している谷本道哉
先生を迎え、初心者向けのスポーツ教室を秋田県スポーツ科学センター
を会場に開催します。また、その様子を YouTube ライブで生配信します。

【日時】11月3日 木・祝   ▼午前の部10:00 ～ 11:30 ▼午後の部13:30 ～ 15:00
【講師】谷本道哉氏　　　【参加料】無料
【定員】各部 80 人　　　【申込期間】9 月 1 日木 ～ 10 月 3 日月 正午
【参加方法】自宅でも、会場でも参加できます。 ▼ YouTube ライブの生配信を自由に視

聴し体験できます。 ▼会場はスポーツ科学センターで参加希望者は申込みが必要です。
【その他】 ▼ YouTube ライブの視聴方法、会場参加の申し込みについては上記の二次元

コード（公式ホームページ）から確認できます。または、インターネットで「秋田県 秋
の特別スポーツ教室」で検索してください。

【問合せ】秋田県スポーツ振興課  ☎018-860-1242

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

詳しくは
こちらから

「筆界特定制度」の
利用について
　「筆界特定制度」とは、法務局が現地に
おける筆界（境界）の位置を特定する制
度です。実地調査や測量を含む様々な調
査を行ったうえ、もともとあった筆界を
明らかにします。
　隣接地との筆界が分からず困っている
方、隣地の所有者の所在が不明などの事
情で筆界の確認をすることができない方
は、筆界特定制度をご利用ください。筆
界特定に関するお問い合わせは下記まで
ご連絡ください。

【問合せ】秋田地方法務局登記部門 筆界特
定室  ☎018-862-1442

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

10月開催予定の 在職者訓練
【期日】①テレワーク導入対策講習《10月4

日火 ・5日水 》 ②第二種電気工事士筆記
試験（下期）準備講習⑵（ハイブリッドオン
ライン型）《10月6日木 ・7日金 》 ③第二
種電気工事士筆記試験（下期）過去問解
説（オンライン型）《10月17日月 ・18日
火 》 ④社会人のためのビジネスマナー
講習《10月20日木 ・21日金 》 ⑤ゆっく
り学べるエクセル関数講習⑴《10月26
日水 ・27日木 》

【時間】9:00 ～ 16:00
【場所】大曲技術専門校
【受講資格】現在お勤めしてい

る方
【受講料】無料（テキスト代は別途）
【定員】各10人
【その他】新型コロナウイルス感染症の影

響により、日程変更や中止の場合あり。
【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間訓練

支援室  ☎0187-62-6321

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

他の講習は
こちらから

秋田県仙北平野土地改良区管内
用水路の長期断水について
　令和 4 年度県営事業および当土地改良
区維持管理事業に伴い、下記のとおり長
期断水となります。断水期間中は、地域
の皆さまに大変ご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

【断水期間】9月9日金 ～ 11月17日木 
【断水施設】1号幹線用水路（1幹から分

水される直分すべて）、2号幹線用水路
（四ヶ村堰）

【主な工事内容】 ▼用水管理システム機器
の部品交換 ▼ゲート、除塵機等機械設
備および電気設備の点検整備 ▼水路側
壁洗浄および水路内堆積物の除去

【問合せ】秋田県仙北平野土地改良区 管理
課 担当 髙橋  ☎0187-62-0180

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

日本政策金融公庫
国の教育ローンのご案内
　高校、大学などへの入学時・在学中に
かかる費用を対象とした公的な融資制度
です。お子さま 1 人につき 350 万円以内
を、固定金利（年 1.80％（令和 4 年 5 月
2 日現在））で利用でき、在学期間内は利
息のみのご返済とすることができます。詳
しくは、「国の教育ローン」で検索してい
ただくか、下記までお問い合わせください。

【問合せ】教育ローンコールセンター
　☎0570-008656（ナビダイヤル）
　または  ☎03-5321-8656

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

９月９日は救急の日
　消防署では救急業務および救急医療に対する正しい
知識を深めることを目的とし、毎年 9 月 9 日を「救急
の日」として PR 活動を行っています。
　また、新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえた

「自分を感染症から守りながら助かる命を救う」改良型
救急蘇生法講習会を実施しており、企業、個人での受
講申し込みを随時受け付けしています。ソーシャルディ
スタンス、消毒を徹底した対面講習や、ウェブでの受
講も可能です。興味のある方はお気軽に消防署へご連
絡ください。

【問合せ】角館消防署 救急班  ☎54-2302 一般財団法人救急振興財団より

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田県よろず支援拠点
｢サテライト仙北｣
　中小企業や小規模事業者の経営者が抱
える経営上のあらゆる相談に応じます。
お気軽にご相談ください。

【日時】9月14日水  10:00 ～ 16:00
【場所】仙北市商工会本所内
【相談料】無料  ※具体的な支援の段階で

自己負担が発生する場合があります
【予約方法】二次元コードより
申込票をダウンロードし、必要
事項記載のうえ、メールまたは

ファックスで予約（１週間前まで）。
【問合せ】公益財団法人 あきた企業活性化

センター  秋田県よろず支援拠点
　☎018-860-5605  FAX 018-863-2390
　E-mail  akita.yorozu@bic-akita.or.jp

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

申込票は
こちらから

秋田内陸線沿線を舞台にした
ローカルエッセイコンテスト
作品募集
　秋田内陸線に乗車した際の心情や沿線の施設を
利用した思い出をエッセイにしてみませんか？事
前にお申し込みいただければ秋田内陸線が全線乗
り放題になる切符を使って旅に出発！あなただけ
の秋田内陸線にまつわるエッセイをお待ちしてい
ます。詳細は「やってみよう！北秋田」ホームペー
ジからご確認ください。

【応募期限】9月30日金 
【結果発表】11月上旬
【申込・問合せ】秋田内陸縦貫鉄道㈱

総務企画課  ☎0186-82-3231
　E-mail  m-saito@akita-nairiku.com

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

詳しくは
こちらから 申し込みは

こちらから

秋田働き方改革推進支援センター
労働基準法の基本セミナー
　労働基準法における労働時間の考え方
を中心に、就業規則の見直しのポイント
などを説明します。

【日時】9月8日木 13:30 ～ 15:45
【場所】サンサン横手 多目的ホール（横手

市条里二丁目1番15号）
【申込】開催日の前日までに下記まで電話

でお問い合わせください。
【問合せ】秋田働き方改革推進支援セン

ター  ☎0120-695-783 または
　☎018-865-5335

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室
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表紙の写真から表紙の写真から
　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
人
式

を
「
仙
北
市
二
十
歳
の
集
い
」
に
改
め
、
８
月
14
日
、

市
民
会
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
市
内
出
身
者
や
市
内
在
住

の
方
な
ど
、
該
当
者
２
３
０
人
の
う
ち
１
６
４
人
が

出
席
し
た
ほ
か
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
も
出
席
し
、

再
会
を
喜
ぶ
表
情
が
マ
ス
ク
越
し
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
1
部
の
式
典
で
は
、
若
生
朝
陽
さ
ん
が
司
会
を

務
め
、
小
松
尚
樹
さ
ん
、
佐
藤
理
晶
さ
ん
、
中
村
草

太
さ
ん
の
３
人
に
よ
る
誓
い
の
こ
と
ば
で
は
、
近
況

の
報
告
と
今
後
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
高
田
冬
太

さ
ん
の
軽
快
な
司
会
で
、
中
学
校
時
代
の
写
真
を
映

像
に
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
出

席
者
は
懐
か
し
い
映
像
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

広報担当者の広報担当者の

つつ
やや きき

ぶぶ

TS　二十歳の集いの取材時、
中学生の頃までを知る名前を
発見。教えてもらいようやく本
人を発見したものの、マスクを

はずしても正直わからないほど。話して
みると、母親から怒られていたあの頃が
思い出されました。

SG　9 月は角館のお祭りに田
沢湖マラソン、生保内節全国
大会などイベントが目白押し。
久しぶりなので、撮影や取材

の段取りを思い出しながらとなりそうで
す。感染症対策を忘れず、今月も元気に
走り抜けたいと思います。

田口ユリ子 （87 歳・生保内字大川端）
土濃塚絹子 （96 歳・生保内字武蔵野）
鈴木陽　　 （87 歳・生保内字田向）
平岡功　　 （73 歳・小松字寄合）
佐藤正子　 （94 歳・岡崎字鎌川）
佐々木カサネ （87 歳・下川原）
西宮ケン 　（89 歳・上菅沢）
村上峯松　 （92 歳・岩瀬）

進藤秀詩郎 （79 歳・花場）
照井テル　 （98 歳・山谷川崎雫田）
佐藤喜五郎 （95 歳・小勝田間野）
細川亙　　 （64 歳・小勝田下川原）
小椋トシ子 （93 歳・広久内上中川原）
皆川キエ子 （71 歳・広久内徳右エ門川原）
畠澤タケ　 (100 歳・西明寺字佐曽田）
新山万壽子（83 歳・西明寺字荒町東）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）
田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

24 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和 4 年 8 月１日現在）

出生
6 人 18 人

死亡 転入 転出
27人

人口 24,350 人
（－ 27）　

男  11,318 人 （－ 10）
女  13,032 人 （－ 17）

世帯数 10,455 世帯 （－　5）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から

――77月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

中
村
草
太
さ
ん
。

田沢湖   9,086 人
角　館 11,263 人
西　木   4,001 人

※表記の価格はすべて税込価格です。

information第３セクター耳より情報

清水歌
か し ゅ

珠　 （凜有夢・岡崎字大屋敷）

進藤航
こう

　　 （泰樹・卒田字上清水）

戸澤莉
り の

乃　 （幸洋・上野）

能美凰
おうせい

星　 （智裕・小勝田下川原）

能美煌
こうせい

星　 （智裕・小勝田下川原）

菅原都
と あ

愛　 （和志・薗田銭神）

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

仙北市カレンダー 9/１木    ～18 日   

令和4年度 仙北市二十歳の集い
久々の再会に笑顔溢れる

ＩＮＤＥＸＩＮＤＥＸ

--1199
No.353No.353

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。

9/
１ 木

●こころの相談（角館庁舎 相談室10:00～10:50、11:00～11:50、13:30～14:20、14:30～15:20）
P15

●集団健（検）診（田沢湖地区）（詳しい時間、場所は広報せんぼく8月16日号8ページをご覧ください）
8/16・P8   9日まで  

２ 金

３ 土 ●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P9

●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館10:00～） P9

４ 日 ●映画試写会（仙北市民会館10:00～ ※入場 9:30～） 8/16・P14

５ 月

６ 火 ●こころの相談（西木総合開発センター10:00～10:50、11:00～11:50） P15

　  7    水 ●角館のお祭り P3   9日まで  

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00～16:00） P15

８ 木 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所13:00～15:00） P20

９ 金 ●救急の日 P21

１０ 土 ●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P9

１１ 日

１２ 月

１３ 火

１４ 水

●こころの相談（田沢湖健康増進センター13:30～14:20、14:30～15:20） P15

●かだれ（田沢湖健康増進センター10:00～15:00） P15

●行政相談所開設日（市役所神代出張所 13:00 ～ 15:00） P20

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（市役所神代出張所13:00～15:00） P20

●秋田県よろず支援拠点「サテライト仙北」（仙北市商工会本所内10:00～16:00） P20

１５ 木

●としょかん手作り教室 マーガレット織りを愉しむ③（田沢湖図書館9:30～） P9   
●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00） P11

●「支え合いの地域づくり」担い手養成講座 基礎編（認知症サポーターステップアップ
講座）（田沢湖総合開発センター13:30～15::30） P13

●こころの相談（角館庁舎 相談室10:00～10:50、11:00～11:50） P15

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00） P20

１６ 金
●親子わくわくスイミング体験（西木温泉ふれあいプラザ クリオン 10:00 ～ 12:00） P11

●笑いの会（健康管理センター9:40～11:30頃） P15

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 15:00） P20

１７ 土
●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P9

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館10:00～） P9

１８ 日
●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛9:30～11:30） P13

●第 35 回田沢湖マラソン  8/16・P12

2

3-7
8
9
10-11
12-15
16
17

18-19
20-21
22

23
24

仙北市新型コロナウイルスワク
チン接種推進本部から／市立角
館総合病院からお知らせ
市役所からのお知らせ
学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習
図書館情報局
子育てインフォメーション
保健と健康の掲示板
国保の窓口から
後期高齢者医療に加入されている方
で一定以上所得のある方の医療費
の窓口負担割合が 2割に変わります
旬な情報チャンネル
おしらせナビ
戸籍の窓口から／第 3 セクター耳
より情報
仙北市カレンダー／表紙の写真から
広告
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 仙北市民憩いの日  今月は 26 日㈪
仙北市民入浴無料！※仙北市民と確認できるものを持参ください。
 9 月の定休日のお知らせ
14 日㈬、28 日㈬は定休日のため休館します。
 東風の湯スタッフ募集 !
清掃スタッフ（女性）…1日 2 時間・週 3 日程度
詳しくは「ハートハーブ」までお問い合わせください。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）東

 期間限定の新メニュー
カルパッチョ風のさっぱりとしたソースが生ハムとの相性抜群♪

「生ハムとズッキーニの冷製パスタ」1,210 円
 心やすらぐひとときを
アロマハンドトリートメント
日時 :9 月17 日㈯・18 日㈰・19 日㈪㈷  9:30 ～15:30
講師 : 高山純子先生（草花木香）
料金 :《10 分コース》880 円・《15 分コース》1,100 円
仙北市民の方は、プラス 5 分サービス♪（受付時に仙北市民であるこ
とをお伝えください）
 「秋田県プレミアム飲食券」ご利用いただけます
 「仙北市民プレミアム商品券」ご利用いただけます
 9 月の定休日のお知らせ
14 日㈬、28 日㈬は定休日のため休館します。

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前 78　☎ 43-2424
時平日10:00 ～16:00／土日祝 9:00 ～17:00ハ

宮家 角館町田町上丁 11-1　☎ 52-2438
時 10:00 ～ 17:00西

 秋分の日ランチ
9 月 23 日㈮㈷　11:00 ～ 14:00　レストラン北蔵
1名様 1,500 円（なくなり次第終了とさせていただきます）

「湯治プラン」予約受付中 ! 10 月 7 日㈮ チェックアウトまで
2 泊 3 日（5 食付き）1名様 12,000 円（ご延泊は 1泊 2 食付き 5,300
円追加。1室1名様ご利用の場合、ご宿泊1回につき1,100円追加。）
※ ご利用いただけない日もありますので、詳しくはお問い合わせくだ

さい。
 各種ご会合・ご宴会に「日帰りプラン」
各種ご宴会やご会合などに  お料理 3,500 円
[ 特典 ] ①入湯料サービス　②カラオケ無料の特典つきです。
（ご送迎についてもご相談ください）
その他、お料理 3,000 円から承ります。
※レストラン「かたくり」ではテイクアウトメニューもご準備しています。
　ぜひご利用ください。

 各種チケットご利用いただけます
▶秋田県プレミアム飲食券
▶仙北市民プレミアム商品券
▶田沢湖角館お土産券（販売もしています）
 「温泉プール」好評営業中！
体力作り、運動不足解消やリフレッシュにぜひご利用ください。
▶営業時間
 平日13:30 ～ 20:00 ／土日祝日10:00 ～ 12:00、13:30 ～ 17:00
▶利用料金
 大人 400 円／小・中学生 200 円
▶プール入浴セット
 大人 700 円／中学生 600 円／小学生 350 円
※仙北市在住の 75 歳以上の方は、プール利用料が無料となります。
　身分証明書をご持参ください。

 メンテナンス休館日のお知らせ
9 月 29 日㈭はメンテナンスのため休館します。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00リオン

佐
藤
理
晶
さ
ん
。

小
松
尚
樹
さ
ん
。

 台湾フェア（飲み物付き）
9 月 22 日㈭・30 日㈮　男性 5,500 円／女性 5,000 円
※会場が 3 密にならないよう、会場を分散します。

 グラウンドゴルフのお知らせ
10 日㈯　月例大会 会員限定（500 円）
19 日㈪㈷　花葉館杯秋季 オープン参加（1,000 円）
※各大会、昼食 450 円でご用意します。（事前申し込み）

 メンテナンス休館日のお知らせ
9 月 20 日㈫はメンテナンスのため休館します。

葉館 角館町西長野古米沢 30-19
☎ 55-5888花
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